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「犯
人
捕
ま
る
と
信
じ
る
」

豊
明
母
子
殺
害
１８
年

遺

族

ら

献

花

式

Z022年 (令和4 年)3月 10圏 (土曜日)
天  供 て は で 日 事 害
海 式 え

｀
事 献
｀
件 さ

と に て 四 件 花 事 か れ
し は 手 人 解 式 件 ら

｀

さ
｀
を の 決 が の 十 自

ん 利 合 写 へ あ あ 八 宅
食 代 わ 真 の つ つ 年 :こ9さ せ の 願 た た を 放
や ん た 前 い

°
住 迎 火

殺 の
°
に を 還 宅 え さ

人 女市 花 込 族 跡 た れ
事 の  を め ら 地 九 た
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二
〇
〇
四
年
に
愛
知
県
豊
明

市
の
民
家
で
加
藤
利
代
さ
ん

＝

当
時
（二
八
）
＝
ら
母
子

四
人
が
殺

件
被
害
者
還
族
の
会

「宙
の

会
」
会
員
、
県
警
捜
査
員
ら
約

二
十
人
が
参
加
．
天
海
さ
ん
は

「こ
こ
に
来
る
と
四
人
が
生
き

て
い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
、
胸
が
突
き
破
ら
れ
る
よ
う

な
思
い
が
す
る
」
と
涙
ぐ
み
な

が
ら
、

「毎
年
こ
の
日
が
つ
ら

い
が
、
必
ず
犯
人
が
捕
ま
る
と

信
じ
て
や
っ
て
掛
き
た
い
」
と

五
中
っ
れた
。

県
警
愛
知
署
の
加
藤
武
嗣
署

で手 を
ヌて

'毎

んの姉 の
|11-「

=:、

加藤利代さ
日9

カ
ウ
０
″
¨

宅

んさ

特
定少
年
名
古
屋
地
検
危
険
運
転
致
死
罪

長
は

「
置
名

で
も
さ
さ
い
な
も

の
で
も
い
り
の
で
、
多
く
の
情

報
を
寄
せ
て
は
し

い
」
と
話
し

た
ｃ
特
別
捜
査
本
部
は
こ
れ
ま

で
延

べ
四
万
八
千
人
の
捜
査
員

を
投
入
。
今
年
八
月
末
ま
で
に

寄
せ
ら
れ
た
情
報
は

三
百
三
件

と
い
う
。

式
後
、
遺
族
や
捜
査
員
ら
は

事
件
現
場
の
最
寄
り
駅
の
名
鉄

前
後
駅
前
へ
移
動
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
見
合
わ
せ

て
い
た
ビ
ラ
配
り
を
三
年
ぶ
り

に
実
施
．
情
報
提
供
を
求
め
、

ビ
ラ
百
五
十
枚
、
テ
ィ
ッ
シ
ユ

千
五
百
個
を
配
布
し
た
¨

情
報
提
供
は
愛
知
署
＝
電
０

５
６
１
（３９
）０
１
１
０
１１
へ
¨

…
‐
一
教
会
関
連
団
体
イ
ベ
ン
ト

欄
天
行
委
に
衆
院
議
員
ら

車
不

た 実 区 田 十 香 卜が 1_.

令和4年 9月 10日 中日
Ｆ和
統

一
家
庭
連
合

教
会
）
の
関
連
団
体

・る
白
転
車
の
イ
ベ
ン

・ス
ロ
ー
ド
」
の
実
行

）務
局
が
、
工
藤
彰
三

（
（愛
知
４
区
）
と
藤

角
古
屋
市
議

（瑞
穂

ずヽ
れ
も
自
民
党
　
を

一要
メ
ン
バ
ー
と
記
し

（書
を
作
成
し
、
昨
年

と
４
奪
に
愛
知
県
内
の
複
数
の

自
冶
体
に
配
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
．
文
書
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
で
の
あ
い
さ

つ
を
首
長
に

求
め
て
い
た

。

依
頼
文
書

に
は
、
工
藤
氏
は

実
行
委
顧
間

、
藤

田
氏
は
実
行

委
委
員
長
と
明
記
（．
同
県
南
知

多
町
や
大
府
市

、
半

田
市
な
ど

が
受
け
取

っ
た

‐‐．
今
年
の
県
内

イ

ベ

ン
ト

は

中

止

と

な

っ
た

が
、
昨
年
八
月
の
イ

ベ
ン
ト
で

は
大
府
市

の
同
村
秀
人
市
長
が

あ
い
さ

つ
し

て
い
る

．

工
藤
氏
は
本
紙

の
取
材
に
、

ビ
ー
ス

ロ
ー
ド
が
旧
統

一
教
会

罪
が
重
大

で
地
域
社
会
に
与
え

る
影
響
も
深
刻
な
事
案
」
と
す

る
基
準
を
示
し
、
裁
判
員
裁
判

対
象
事
件
を
典
型
例
に
挙
げ
て

ひ
た
こ

丹
下
さ
ん

の
父
親
（四
八
）
は
取

材
に

「
起
訴
、
実
名
公
表
は
当

式
名
公
表

と
関
連
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

た
が

「
「
白
転
車
で
若
者
が

ツ

ア
ー
を
や
る
行
事
だ
か
ら
、
名

前
を
貸
し
て
」
と
言
わ
れ
、

（宗
教
的
要
素
が
な
い
の
で
）

一「ど
う
ぞ
一
と
言
っ
た
」
と
説

明
．
藤
田
氏
は

「
二
〇
二
〇
年

に
実
行
委
員
長
を
引
き
受
け

た
」と
認
め
た
が
、文
書
が
配
ら

れ
た
昨
年
と
今
年
は

「委
員
長

を
引
き
受
け
た
認
識
は
な
く
、

報
告
、
相
談
も
な
か
っ
た
。
文

書
も
見
て
い
な
い
」
と
し
て
い

る
Ｌ実
行
委
事
務
局
担
当
者
は

「文
書
を
作
っ
た
の
は
間
違
い

な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

関
連
団
体
の
催
し

菰
野
町
長
が
出
席

来
賓
あ
い
さ
つ

三
重
県
四
日
市
市
で
二
〇
二

〇
年
十

一
月
に
開
か
れ
た
目
統

一
教
会
の
関
連
団
体
が
参
画
し

た
イ
ベ
ン
ト
に
、
同
県
菰
野
町

の
柴
田
孝
之
町
長
が
出
席
し
て

い
た
。
来
贅
と
し
て
あ
い
さ
つ

も
し
た
と
い
う
．
九
日
の
町
議

会
一
般
質
問
で
、
柴
田
町
長
が

明
ら
か
に
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は

「フ
ア
イ
ト
三

重
―
　
県
民
ま
つ
り
」
，
萬
吉

焼
や
伊
勢
音
頭
と
い
つ
た
県
内

の
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
旧
統
一
教
会
の
関
連

団
体

「三
重
県
平
和
大
使
協
議

乗
鞍
岳
に
通
じ
る
道
路
が
崩
落
し

た
現
場
―１
９
日
午
前
、
岐
阜
県
高

山
市
丹
生
川
町
で

，
同
県
提
供
）

乗
鞍
ス
ヵ
ィ
ラ
ィ
ン

道
路
崩
落
、通
行
止
め

２
年
前
被
災
の
場
所

北

ア
ル
プ
ス

ｅ
乗
鞍
岳
の
畳

平

（
二
、
七
〇

二
肩
）
に
通
じ

る
山
岳
道
路

「乗
鞍
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
」

（
岐
阜
県
高
山
市
丹
生

川
町

）
で
九
日
、
道
路
が
崩
落

し

て
全

面

通

行

止

め

に

な

っ

た

。　
一
昨
年
七
月
の
豪
雨
災
害

で
被
災
し
た
場
所
で
、
復
旧
が

進
ん
で
昨
年
七
月
か
ら
は
片
側

通
行
規
制
で
部
分
開
通
し
、
今

月
十
日
か

ら
全
面
開
通
す
る
予

定
だ

っ
た
（．

同

県

道

路

維

持

課

に

よ

る

と

、
現
場
は
入
り

回
の
平
湯
峠

ゲ
ー
ト
か
ら
約

一
キ
・
の
地
点

、）

道
路
が
長
さ
約
二
十
八
軒
、
幅

約

十

肝

に

わ

た

っ
て
崩

落

し

た

、．
九

日
午
前
八
時
半

ご
ろ
、

工
事
関
係
者
か
ら
被
害
の
知
ら

せ
が
あ

っ
た
。
同
課
の
担
当
者

は

「
復
旧
時
期

の
見
通
し
は
立

は

「
知
ら
な
か

っ
た

を

一
部
否
認
し
て
い

鳥
獣
保
護
法
で
は
ヽ

リ
ア
を
捕
獲
す
る
に
一

許
や
狩
猟
者
登
録
が
ヽ
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